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狩川の毛麹目 （昆虫〉相について

小 林 峯生

The Caddisflies or Trichoptera in Kari River 

Mineo KOBAYASHI 

I はじめに

近年，河川｜・ 湖沼などの水質の汚れにより水生生物

が受ける影響を重視し，わが国の主要河川や湖沼の生

物相の調査が盛んにおこなわれている。県下において

もしかりである。しかし水生昆虫相に関する報告書を

見ると，いずれも種の同定が不十分なことに気ずく。

これは水生昆虫と して主要な位置をしめている毛麹目

〔トピケラ類〉，山手跡目〔カゲロウ類〉，積麹目〔カワ

ゲラ類〉などの個々の種の生活史の解明治、未だに不十

分で，成虫と幼虫との関連が明らかになっていない幼

虫を用いて種の同定がおこなわれている結果によるも

のである（上記各自の分類は成虫分類によって体系づ

けられている）。また，ある河川の一地域における幼

虫の採集から得た水生昆虫相の解明の結果と，成虫の

採集から得た結果とに大きな差のあることが，しばし

ば生じている。このことは，現段階では十分でない幼

虫による分類を重要視し，成虫による分類を軽視して

L、る結果によるものと思われる。このようなことがな

L、ようにするためには，ひとH寺も早く水生昆虫の個々

の種の生活史の解明を進め，幼虫による穫の同定を正

確にするとともに，調査地域の成虫をも採集し，成虫

による種の同定も同時におこない調査結果をより正lil

にする必要がある。

そこで小田原r!rのj古川で1980年3月から1981:9三8月

までに採集した毛麹自の成虫標本を入手することがで

きたので，成虫による種の同定をおこない，狩川地域

の毛麹白相の解明を試みた。

Il 調査地域

狩川は箱根火山古期外輪山に源を発し，外輪山の東

麓を半周し，酒匂川に合流する全長約15,6 kmの山間

部と平野音llを流れる河川である。源流より関場付近ま

図 1.狩川の概略，・印，採集地点
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『－－－－－ Date I 1980 1981 

Species name ～～～～～～ I March. May. June. Aug. Sept. Oct. Nov. April. M司y.June. Aug. 

ANNULIPALPIA 

Stenopsychidae 

1. Stenopsych巴 marmorata I 。。。
Philopotamidae 

2. Soγtosa j.ゅonicα 。 。
PoJycentropdidae 

3. Kyopsyche sp. 。
A ractopsych idae 

4. AractoJうsychesp. 。
Hydropsychida巴

5.時droρsychegifuana 。。
も. Hydγゆsycheselysi 。。
7. HydroPsyche nakaharai 。。
INTEGRIP ALP A 

RhyacophiJida巴

8. Hiinaloρsyche jaρonica 。。 。
9. Rhyacophila brevicephala 。。 。
10. Rhyacophila ka叫am叫γaz 。
11. Rhyacophila clemens 。 。。
12. RhyacoPhila bilobata 。。。
13. Rhyaco戸hilalezeyi 。。
14. Rhyacophila modesta 。 。
15. RhyacoJうhilanakagawai 。
16. RhyacoJりhilaquieta 。
17. Rhyacophila transquilla 

GJossomatidae 。
18. GlossosomαinoPs 。
Lepidostomatidae 

19. Dinarthrodes ja戸onica 。
20. Dinarthrodes biJうがtita 。
Leptocerida巴

21. Letうtocerussp. 。
主席l表 採集結果

てeの上流部は早瀬が多く ，いわゆる渓流的な様相を呈 て保存した。

しているが，それより下流の流れはゆるやかになり水

岡地帯の聞を貫流している。本調査における採集地点 N 採集結果および考察

は上流日ilに位置する水沢出合と関場付近である（図1〕。 採集結果は表lに示すとおりである。

①ヒゲナガカワ卜ビケラ科 STNOPSYCHIDAEの

］［採集方法 幼虫は流れがある程度あり，水のきれいな河川の上流

採集は川岸の草むらや水面上に突き出す樹木の校な や中流に普通に棲息している。成虫分類によると〈以

どにネ ットを用いてス ィーピングした。採集した成虫 下種の同定は成虫によるものである〉わが国では現在

は直ちに50～60%のアノレコーノレに浸け， 液浸標本とし 1属 （Stenopsyche)3種の楼息が確認されている。狩
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にここ
図 2.Stenopsycheの Genitalia. a. StenoJうsychemarnzorata, b. S. griseiPennis, c. S. sauteri 

川からは全国に広く分布する Stenopsychemarmorata 

が得られた。Stenoρsycheman刊orataは1971年に小林

が初めて，従来毛麹目に関する出版物に使われていた

Stenopsyche griseipennis は StenoPsyche押ill円刊orata

であることを認めたものである。これは KIMMINS(19 

58）がgrisei戸ennisIiインド，シッキム，ヒソレマ地方

に分布し，日本に分布する種は NAVASが1920年に

札幌，京都，日光から得た標本にもとづき記載した

marmorataであると発表したことによるものである。

SCHMID 〔1969〕もまた日本に分布するものはma打刊o

rataであって， griseipennisは棲息していないとして

L、る。SCHMIDが掲載した Genitaliaの正確な図によっ

て同定をおこなってみると，griseipennisとされてい

たものはmarmorataであることを知ることができる。

桑山も1972年以来KrMMINE,SCHMIDらの見解の正し

L、ことを認めている。なお，属において桑山（1972〕

はStenopsycheのほかに Parastynopsycheを認めてい

るが， SCHMID(1969）は日本に楼息するすべての種は

Stenopsyche iこ属するとしている。この見解について

はまだ検討が十分でないので何ともいえないが，後日

結論をつけるつもりである。

①カワ トビケラ科 PHILOPOT AMIDAEの幼虫は

主として山間部の渓流に棲息するが，H寺には平野部の

流れの速い川にも棲息していることがある。わが国で

は3属 （Chimarra,Wo円naldia,Sortosa) 22種の綾官、

が確認されている。狩Ji[からはSortosaja抑制caの1

種が得られたのみである。 しかし，狩川の環境状況か

ら見て，今後の採集結果によってはjaponica以外の種

の棲息、が確認される可能性がある。

①イワトピケラ科 POLYCENTROPODIDAEの幼

虫は山間部の河川に接息するが，水温の高い静水に棲

息しているものもいる。わが国では 7属（Phylocentro-

仰s,Plectronemia, Polyplectro仰s,Cyruus, Kyopsyche, 

Paranyctiophylax, Dipseudo戸sis,Ecnomus) 11種の棲

息が確認されているが，イワトビケラ科についての本

絡的な分類学的研究は，津田〔1942）があるだけで，

L、まだに 卜分な研究がおこなわれていない。このた

め，今後の研究如何によっては種数の増えることが大

いに考えられる。狩川からは持。ρsycheに属する雌l

点が得られたが，雌iによる種の同定は現在のところ不

可能なので，種の限定はできなかった。

①シロフツヤ トビケラ科 ARACTOPSYCHIDAE

の幼虫は主に河川の最も流れの速いところに棲息して

し、るが，時には浅瀬に群ーれをなして棲息していること

もある。またある種は放水路にも棲息している。わが

国では2属 （Aractopsyche,Parapsyche) 5種の穣息

が確認されている。狩川からは大型穫である Aracto・

psyche spiniferaの雌が得られたのみである。狩川の

環境状況からみて，今後の調査によって，この科の種

が増えることは十分に考えられる。

③シマ トビケラ科 HYDROPSYCHIDAEの幼虫は

シロフツヤ トビケラ科の幼虫とほとんど同じような環

境に棲息している。 この科に属する穫の幼虫には，発

電所の導水 トンネノレの壁面に隙間ないくらいぎっしり

と楼息し， 営巣物による抵抗によって流量を減少さ

せ，発電能力を低下させる発電水力の害虫とよばれる
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ナカハラシマトビケラH》dro戸sychenakaharaiとウノレ

マーシマトビケラ H》dro）りsycheulmeriなどが含まれ

ている。わが国では5属〔Macronema,Hydro戸syche,

めdromanicus,Hydro戸sychodes,Dilectroma〕13種の

棲息、が確認されている。狩Jljからはめdropsychegifu-

ana, H》dropsycheselysi, H》dropsyche向。kaharaiの

3種が得られた。今後の調査によって狩川から得られ

るであろうと思われるものに全国的に広い分布をして

L、るコガタシマトビケラHydro戸sychodesbrevilineata 

がある。

①ナガレトビケラ科 RHYACOPHILIDAEの幼虫

は主に河川の山間渓流部に棲息しているが，なかには

水温の高い流れの速い河川に棲息するものもいる。わ

が国には3属（Rhyacoρhila,Hima!opsyche, Aρsilocho 

問問。）56種の棲息が確認されている。この科の分類学

的研究は毛麹目中，最も進んでいるが，外部形態、がほ

とんどの種において酷似しているので，現在のところ

雄の Genitaliaの形態の差によってのみ同定がおこな

われている。それ故， j問［による種の同定は一部を除い

てほとんどできない。狩Jljからは Hima!opsychejapo-

nica, Rhyacophila brevicψha/a, Rhyacophila ka加。

murai, Rhyacophila clemens, RhyacoPhila bilobata, 

Rhyacoρhila lezeyi, Rhyacophila modesta, Rhyacophila 

quieta, Rhyacophila nakaga卸ai,Rhyaco）うhilatrans 

quill aの10種が得られたが，上述したように雌個体

による種の同定が不可能なので，今回の調査で得た雌

個体の中にも，別種が含まはている可能性は十分に考

えられる。

⑦ヤマナガレトピケラ科CLOSSOSOMATIDAEの

幼虫はナガレトビケラ科の幼虫とほとんと同じような

環境に棲息している。この科は成虫の外部形態がナガ

レトビケラ科の成虫に酷似しているので，従来ナガレ

トビケラの亜科とされていたが，Ross(1967）によっ

て科として独立された。それ以後， 桑山（1972），小林

〔1973〕も Ross見解にしたがっている。わが国では3

属（Glossosoma, Electragapetus, Agaρetus) 17種の

棲息が確認されてし唱。狩JI！からは全国的に広く分布

する Glossosomaino戸s1種のみが得られただけだが

狩川の環境状況から見て，今後の調査結果によっては

稜数の増えることも考えられる。

①カクツツトビケラ科 LEPIDOSTOMATIDAEは

山間部の流れの速い河川に普通に接息しているが，

なかには湖に棲息するものもいる。わが国では8属な

〔Crunoecia,Gerodes, Ayrzbe戸syche,Neoseverinia, 
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Dinarthrodes, Crunobiodes, Y ai刊。toJうsyche,Crunoe-
cilia, Paradi仰 rthrodes)13種の棲息が確認されてい

る。 8属のうち Yamatopsyche. Paradinarthrodesは

197lfj三に谷によって新属として設けられたものであ

る。j守川からはDinarthrodesjaρonica, Dinarthrodes 

biρertitaの2種が得られた。

①ヒゲナガトビケラ科 LEPTOCERIDAEの幼虫は

普通，大きな河川の静水部に棲息しているが，なかに

は水田に棲息し，水稲の根を食害するものもいる。わ

が国では5属〔Triplectides,Leptocerus, Parasetodes, 

Mystacides, Triaenodes, Oecatis, Setodes, Trichose 

lodes, Triaenodella〕22種の楼息が確認されている。

狩川からは Lψlacer’usに属する雌1個体が得られた

のみである。しかし，雌のため種の同定はできなかっ

た。

V 結果

狩川の毛麹目相に関する調査報告は旭丘高校生物部

(1970）があるのみである。この調査は狩川の源流付近

から酒匂川合流点をすき河口までに 12Stationを設け

て幼虫の採集をおこなし勺毛麹目相の解明をおこなっ

たものである。その結果によると St巴nopsychidae 1 

種， Hydoropsychidae2種，Rhyacophilidae3種，

Goerridae 1種， Hydroptieidae1種の5科8種の棲

息が確認されたのみで，極めて貧弱な毛麹目相であ

るとしている。今回の調査における成虫による種の同

定結果は表2に示すようである。即ち Stenopsychidae

1種，Philopotamidae1種， Polycentrodidae1種，

Aractopsychidae l種，Hydropsychidae3種，Rhya cop 

hilidae 10種， Glossosomatidae1種， Lepidotomatidae 

2種， Leptoceridae1種の9科21種で，山間部の河川

に棲息するほとんどの科の棲息が認められる。また一

つの河川で渓流域に棲息するRHYACOPHILIDAEの

穏数の多いことは特記すべきことである。これらの結

果を旭丘高校の調査結果と比較すると，科数では 5: 

8，種数では8: 21である。今回の調査結果から判断

すると，狩川の毛沼目相を構成する種数は決っして貧

弱なものではない。このように毛麹目相を解明する手

段として幼虫を用いた場合と，成虫を用いた場合に生

ずる構成種数の相違が，どんな要因によって生ずるの

かは明らかではない。毛麹自に属する種の一生は長

く，幼虫は年間を通して河川に棲息していることを考

えると，採集時期の違いによって構成種数に相違が生

ずるものとは思えない。 一つの要因としては水生動物



相の調査の手段と してよく用いられるコドラート法に

よる採集地点の選定のしかたが考えられる。

刊要約

①狩川で1980年4月から1981年8月にかけて採集し

た毛麹自の成虫を用いて，狩川の毛遡目相の解明をお

こなった。

①毛勉目相を構成する種のほとんどは河川の渓流域

や水温の底い地域に棲息する種でしめられている。

①狩川の毛麹目相を幼虫分類によ っておこなった結

果と，今回の成虫分類による結果とを上ヒ較した結果，

幼虫分類では5科8種であったが，成虫分類によると

8科12種を記録することができた。

おわりにあたり標本の一部を提供してくれた都立大

．院生内田忠臣氏にお礼申し上げる。
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